
奈
良
県
労
働
委
員
会
の
委
員
の
任
期
が
平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、

労
働
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
二
百
三
十
一
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
使
用
者
委
員
及
び
労
働
者
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
を
求
め
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
九
月
一
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

一

推
薦
資
格
の
あ
る
者

１

使
用
者
委
員
の
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
奈
良
県
の
区
域
内
の
み
に
組
織
が
あ
り
、
労
働
問
題
を

取
り
扱
う
こ
と
が
主
な
目
的
で
あ
る
か
、
又
は
業
務
の
重
要
な
部
分
と
し
て
労
働
問
題
を
取
り
扱

う
使
用
者
団
体

２

労
働
者
委
員
の
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
奈
良
県
の
区
域
内
の
み
に
組
織
が
あ
り
、
労
働
組
合
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
二
条
及
び
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と

を
奈
良
県
労
働
委
員
会
に
立
証
し
、
そ
れ
を
認
め
ら
れ
た
労
働
組
合

二

委
員
候
補
者
の
資
格

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者
は
、
委
員
と
な
る
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

三

推
薦
期
間

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日
か
ら
同
年
十
月
十
六
日
ま
で
。
た
だ
し
、
推
薦
書
類
を
郵
送
す
る
場
合

は
、
同
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
有
効
と
し
ま
す
。

四

推
薦
の
と
き
に
提
出
す
る
書
類

１

別
記
様
式
に
よ
る
推
薦
書
及
び
候
補
者
履
歴
書

２

労
働
組
合
に
つ
い
て
は
、
労
働
組
合
法
第
二
条
及
び
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
適
合
す
る
労
働

組
合
で
あ
る
こ
と
の
奈
良
県
労
働
委
員
会
の
証
明
書

な
お
、
こ
の
証
明
の
申
請
は
、
本
日
付
け
奈
良
県
労
働
委
員
会
公
告
に
基
づ
い
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

五

推
薦
書
類
の
提
出
先

奈
良
県
産
業
・
雇
用
振
興
部
雇
用
労
政
課
（
〒
六
三
○
ー
八
五
○
一

奈
良
市
登
大
路
町
三
○
番

地
）



別記様式

年 月 日

奈良県知事 殿

所 在 地

名 称

代表者氏名 印

奈良県労働委員会委員候補者の推薦について

労働組合法施行令第２１条第１項の規定による奈良県労働委員会の委員の候補者

の推薦の求めに応じ、奈良県労働委員会の使用者（労働者）を代表する委員の候補

者として、下記の者を推薦します。

記

使用者委員の候補者については､

所属事業所名、役職及び地位
氏 名 年齢 略 歴

労働者委員の候補者については､

所属組合名、役職及び地位

（備考）

１ 必ず候補者本人が自署した履歴書を添付してください。履歴書には、労働組合

法第１９条の４第１項に規定する欠格事由（禁錮以上の刑に処せられ、その執行

を終わるまで、又は執行を受けることがなくなるまでの者であること。）に該当

しないことを明記してください。

２ 不明な点があれば、奈良県産業・雇用振興部雇用労政課へ照会してください。
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